
新型コロナ対策に関する商工会議所の取組み     

   2022年 10月 18日 

日本商工会議所  
１．各地商工会議所を通じた会員事業者等への周知活動  
○ 日本商工会議所では、政府の新型コロナ対策は、関係府省庁                

の要請等を受け、コロナ特設ホームページや機関誌等で周知               

するとともに、会員事業者等への協力依頼は、日商定例会議               

等を通じて各地商工会議所に説明し、適切な情報提供を依頼。 

※政府との新型コロナ対策に係る意見交換は計３２回実施。           

都度、政府の考え方や依頼内容を各地商工会議所に提供。 

 

＜主な周知活動＞ 

政府コロナ対策に関する周知 会員事業者等への協力依頼 
 コロナ支援策や業種別ガイドライン等の紹介 

 基本的対処方針の改定（主に事業所対応部分） 
 With コロナに向けた政策の考え方 

 オミクロン株の特徴に合わせた医療機関や   

保健所の更なる負担軽減への対応      等 

 テレワークの推進                   

ワクチン接種・休暇取得等の促進 

（適宜、支援策もあわせて紹介） 

 新型コロナウイルス感染症に係る医療機関・  

保健所からの証明書等の取得に対する配慮 等 

 

○ 同時流行に備えた外来受診・療養の流れ等は、１０月２０日の日商定例会議で詳細を

説明し、５１５商工会議所から会員事業者（１２３万会員）に周知協力を依頼予定。

あわせて、オミクロン型ワクチンの事業者への接種促進も協力を促す予定。   
２．ワクチン接種促進、中小企業の共同接種への協力（213商工会議所が協力）  
○ 政府要請を受け、各地商工会議所では、地元自治体や医師会等と連携し、コロナ禍で

困窮する飲食業など中小事業者等を中心にワクチン共同接種を実施。 

○ 商工会議所自らが実施する職域接種のほか、地元自治体等と協働での接種を実施。 

（参考）職域接種等の状況 

・ 第１回・２回目のワクチン接種（推計７２万人）                   

職域接種は９０商工会議所。 

・ 第３回目のワクチン接種（推計１８万人）                      

職域接種は３９商工会議所。 

 

以 上 

（全国商工会議所との定例会議、

原則、毎月第三週に開催） 

※現在はハイブリッド開催 

東京商工会議所が実施した 

職域接種の様子（7/8 ＮＨＫ） 
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